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論文内容の要旨
斑状菌は、 Churchill (1931) 、 Smith ， Lanz & Smith (1931) らによって、それが飲料水中に含まれ
ている多量のフッ素によって惹起されるエナメル質形成不全の一つであることが立証され、また一方、
Bunting (1931) 、 Mckay (1929) らによって、この歯がう蝕に擢患し難いという事実が報告された。そ
れ以来、フッ素の歯ことにエナメル質に及ぼす影響に関しては、われわれ歯科領域において、はなは
だ興味ある研究課題として取りあげられ、その研究業績も枚挙に暇がない。しかしながら、斑状菌の
エナメル質は、きわめて硬く薄切もできないままに、フッ素の歯質に対する影響に関しでは、現在な
お充分に解明されていない。そこで著者は、近年、硬組織の研究分野に導入された新しい機械や器具、
さらには創意工夫された研究手技に支えられて、フッ素のエナメル質形成に及ぼす作用機序や、それ
によって惹起される形成不全の様相を解明するとともに、斑状菌の成り立ち方についての知見を拡大
するために、慢性フッ素中毒症に関する実験的研究を行った。
実験には、ラットを用いた。ラットのフッ素に対する感受性を考慮して、実験群ラットには 200 -
ppm , 50ppm , 10ppm のフッ素を含む飲料水を投与し、 50日間一定の室温内で飼育した。上顎切歯を
摘出し、これらを肉眼的に観察するとともに、光顕用標本、研磨標本、超薄切片標本を作成し、それ
ぞれ光学顕微鏡、マイクロラジオグラフィーおよび電子顕微鏡を用いて、対照群と比較観察した。
切歯を肉眼的に観察すると、 200ppmF投与群では正常の色素沈着はみられず、エナメル質は白濁し
50ppmF投与群では色素の沈着を認めるものの、その着色はや、淡く、エナメル質の石灰化異常を思
わせる縞模様が目立っていた。これらエナメル質の石灰化異常の様相をマイクロラジオグラムで観察
すると、成り立ち方を異にするこつの石灰化不全巣が認められた。その一つは、エナメル質の成長線
に一致した線状の石灰化不全線で、他は、エナメル質の表層からエナメル象牙境に向う石灰化不全帯
であった。石灰化不全線は、 200ppmF 投与群では、エナメル質全幅で 2~数本みられ、萌出エナメル
質においても石灰化不全の線として認められるものもあったが、 50ppmF 投与群では、 1~3 本で蔚出
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エナメル質においては、不明瞭となるものが多かった。この石灰化不全線に相当する部分は、エナメ
ル質基質の成熟する期において、有機質の多い低石灰化の線状構造として認められ、同部を電顕で観
察すると、 200ppmF投与群では、エナメル小柱の中断は認められないが、その走行、形の乱れや、小
柱間質に結晶密度の組な部分がみられた。石灰化不全帯は、 200ppmF投与群では、エナメル質表層か
らエナメル象牙境近くにおよぶものが多く、 50ppmF投与群では、エナメル質表層部に限局している
ものが多かった。なお、石灰化不全線と石灰化不全帯を比較すると、出現頻度は後者に多く、石灰化
の程度も後者の方に低いものが多かった。
つぎに、石灰化不全線の形成に関与するエナメル質基質形成期のエナメル質形成細胞を光顕で観察
すると、その遠心部には、対照群に比して、明らかに多数の空胞やその粗大化がみられ、ことに 200pp
mF投与群ではその変化が著明であった。電顕的には、胞体の遠心部に繊細な線維状、あるいは頼粒
状の物質を入れた空胞が多数みられ、じゅず状に連続しているものもみられ、それと、同様の物質が
トームス突起起始部の細胞内に多数認められ、異常物質の貯留を思わしめたが、 50ppmF投与群では
著明な変化はみられなかった。これに対して、石灰化不全帯の形成される成熟期のエナメル質形成細
胞を光顕で観察すると、 200ppmF 投与群では、細胞の配列不整や空胞変性、あるいは細胞層内に、小
のう胞がみられ、 50ppmF 投与群においても、それらの変化のみられるものもあったO また、電顕的
には、 200ppmF投与群で、細胞の遠心部に多数の空胞形成がみられ、細胞の障害程度は、成熟期の方
が基質形成期より強かった。
なお、ラット切歯にみられるエナメル質完成期の色素形成ならびにエナメル質への沈着も、フッ素
によって強く障害されていたが、本実験における lOppmF 投与群では、上記のごときエナメル質およ
びエナメル質形成細胞に著変はみられなかった。
以上を要約すると、フッ素はエナメル基質を分泌する基質形成期のエナメル質形成細胞ばかりでな
く、成熟期のエナメル質形成細胞を障害して、エナメル質の二次石灰化の不全を招来するが、基質の
水分、および有機質の脱却に関与する成熟期の障害が強く、この事実から、ヒトのフッ素による斑状
歯は、基質形成異常というよりも、むしろ、エナメル質基質の成熟化の異常に伴う二次石灰化不全と
考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は、斑状歯の成り立ち方を究めるために慢性フッ素中毒症に関する実験的研究を行ったもの
で、従来ほとんどみられなかったエナメル質石灰化不全の様相ならびにエナメル質形成細胞の超微形
態学的変化について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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